
 

 
平成 22 年１月 29 日 

各      位 
会 社 名 株式会社スパンクリートコーポレーション 
代表者名 代表取締役社長 原 田   穣 
     （ＪＡＳＤＡＱ・コード５２７７） 
問合せ先 役職・氏名 
     常務取締役企画室長 村 山 典 子 
電    話 ０３－５６８９－６３１１ 

平成 22 年３月期通期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績動向を踏まえ、平成21年５月14日付当社「平成21年３月期決算短信（非連結）」において発表いた

しました平成22年３月期 (平成21年４月１日～平成22年３月31日)の通期業績予想及び期末配当予想を下記のと

おり修正いたします。 

記 

１．平成 22 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

① 修正の内容                            （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ） 
 

３,１００ ８５ １０５

 

５０ 

円  銭

６．２０

今回修正（Ｂ） ３,１００ △７５ △２０ △１２０ △１４．７３

増減額（Ｂ－Ａ） ０ △１６０ △１２５ △１７０ － 

増 減 率 ０．０％ － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成２１年３月期） 
４,３５０ ２０６ ２７０ △２２５ △２７．６６

 

② 修正の理由 

主力のスパンクリート事業が、景気減速によるマンションを始めとする建設需要減の影響をまともに

受け、第３四半期以降の生産数量が急速に落ちており（第３四半期累計期間対前年同期比 38.7%減少）、

通期では対前年同期比 42％超の減少が見込まれ、特に原材料価格が高止まりする中、予想を超える低稼

働水準のため工場の採算が大幅に悪化しており、赤字計上を余儀なくされる見込みとなりました。 
不動産事業は引き続き好調を持続しておりますが、スパンクリート事業の低迷により、営業損失７千

５百万円、経常損失２千万円、有価証券評価損の特別損失 7 千５百万円等を見込んで、当期純損失１億

２千万円の見通しとなりました。 
従いまして通期業績予想値の営業利益、経常利益、当期純利益について下方修正することといたしま

した。 
 

 



２．配当予想修正 

① 修正の内容 

 １株当たり配当金 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前回予想 

（平成 21 年５月 14 日発表） 

円  銭 

－ 

円  銭 

４．００ 

円  銭 

４．００ 

今回修正予想 － ０．００ ０．００ 
当期実績 ０．００ － － 

前期（平成 21 年３月期）実績 ０．００ ４．００ ４．００ 
 

② 修正の理由 

当社は、企業体質の強化と積極的な事業展開への備えを図りつつ、安定的・継続的な配当を実施する

ことを基本方針としております。 

しかしながら、平成22年３月期におきまして、上記の通り当期純損失が約１億２千万円となる見込み

となったことから、誠に遺憾ではありますが平成22年３月期の期末配当を見送らざるを得ないと考えて

おります。 

株主の皆様には誠に申し訳なく深くお詫び申し上げる次第であります。何卒事情ご賢察のうえ、ご理

解賜りたくよろしくお願い申し上げます。 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本紙資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成し

たものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以    上 

 
 


